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（2）平成29年７月27日 議 会 だ よ り

地域を支える村民のパワー健在

川
や
道
路
が
と
て
も
き
れ
い
に

　
　
　
　
　
　

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

7/2（日） 河川クリーンアップ作戦

南須釜地区

竜崎地区

中地区吉地区

小高地区



　

平
成
28
年
度
補
正
予
算
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
ほ
か
３
会

計
の
専
決
処
分
が
行
わ
れ
た
。

　

平
成
28
年
度
の
事
業
に
お

い
て
、
年
度
内
に
そ
の
事
業

の
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込

み
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
業

は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

道
の
駅
地
域
資
源
販
売
力

強
化
事
業
に
つ
い
て
は
、
道

の
駅
に
併
設
を
予
定
す
る
加

工
施
設
の
実
施
設
計
や
経
営

コ
ン
サ
ル
業
務
の
委
託
に
要

す
る
費
用
。

　

そ
の
他
、
農
業
用
用
排
水

路
の
整
備
工
事
や
道
路
改
良

工
事
な
ど
に
要
す
る
費
用
で

あ
る
。 繰越

明許

専決
処分

専
決
処
分
と
は

　

議
会
の
権
限
に
属
す
る

事
項
に
つ
い
て
、
村
長
が

議
会
に
代
わ
っ
て
意
思
決

定
を
行
う
こ
と
。

　
議
会
の
承
認
が
必
要
。

繰
越
明
許
と
は

　

年
度
内
に
事
業
が
終
わ

ら
ず
、
予
算
を
次
年
度
に

繰
越
し
て
事
業
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
。

　
議
会
へ
の
報
告
が
必
要
。

項　　目 内　　容 補　正　額 総　　額
一般会計（第６号） 地方交付税等の確定 △ 4486万 9千円 40億 1313万 7千円
国民健康保険特別会計（第３号） 国庫・県支出金等の確定 243万 5千円 9億 9987万 3千円
介護保険特別会計（第４号） 国庫支出金等の確定 △ 1398万 9千円 5億 2340万 2千円
農業集落排水事業特別会計（第４号）工事の施工区間の変更 △ 583万 2千円 1億 4757万 7千円

専決処分した平成28年度補正予算

平成28年度から繰り越した事業（一般会計）

平成28年度から繰り越した事業（農業集落排水事業特別会計）

（単位：千円）

（単位：千円）

専決処分した平成29年度補正予算
項　　目 内　　容 補　正　額 総　　額

一般会計（第１号） 臨時財政対策債に係る利率
見直しによる借換 9220万円 37億 5220万円

事　業　名 繰越額 財　源　内　訳
既収入特定財源 国県支出金 村債 一般財源

道の駅地域資源販売力強化事業 9000 4250 4750
経済対策臨時福祉給付金給付事業 16496 13945 2550 1
農業基盤整備促進事業 32590 14956 14900 2734
社会資本整備総合交付金事業 29125 15555 8400 5170

事　業　名 繰越額 財　源　内　訳
既収入特定財源 国県支出金 村債 一般財源

下水道管路布設事業 5508 5508

　

玉
川
村
議
会
６
月
定
例
会
は
６
月
９
日
か
ら
13

日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
繰
越
明
許
費
等
の
報
告
３
件
、

条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
、
農
業
委
員
の
人
事
案

件
な
ど
の
議
案
28
件
、
請
願
１
件
、
議
員
発
議
１

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
４
名
の
議
員
が
登
壇

し
、
村
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

あらまし

　

い
ず
れ
も
国
や
県
か
ら
の
交

付
金
等
の
確
定
に
よ
る
も
の

で
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間
が

な
か
っ
た
た
め
、
専
決
処
分
を

行
っ
た
も
の
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
平

成
18
年
度
に
借
り
入
れ
た
臨
時

財
政
対
策
債
に
係
る
利
率
の
見

直
し
を
し
た
結
果
、
借
換
え
を

す
る
こ
と
に
よ
り
利
息
の
支
払

額
が
少
な
く
な
る
た
め
専
決
処

分
を
行
っ
た
も
の
。

　

専
決
処
分
さ
れ
た
額
は
表
の

と
お
り
で
あ
る
。

（3） 平成29年７月27日議 会 だ よ り

28年度予算

29年度予算
交付金等の確定により

借換により 約780万円の経費抑制に

翌
年
度
へ

　
繰
り
越
し



　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
１
０
３
１
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
38
億

６
２
５
１
万
１
千
円
と
す
る

も
の
。

　
主
な
補
正
内
容
は
、
地
方

創
生
関
係
交
付
金
を
活
用
し

道
の
駅
拡
張
整
備
工
事
な
ど

を
行
う
も
の
。

問　
道
の
駅
拡
張
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
９
日
に
説
明
が
あ
っ

た
が
資
料
の
添
付
も
な
く
納
得
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
12
日
の
後

だ
し
資
料
を
添
え
て
の
説
明
で
、

お
お
よ
そ
の
理
解
は
で
き
た
が
、

９
日
の
説
明
で
な
ぜ
資
料
を
出
せ

な
か
っ
た
の
か
。

答　
ア
バ
ウ
ト
な
数
字
を
示
す

の
も
い
か
が
な
も
の
か
と
考
え
ま

し
た
が
、
今
回
の
予
算
書
で
は

納
得
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
、
内
閣
府
に
提
出
し
た
資
料

を
示
し
て
の
12
日
の
説
明
と
な
っ

た
。問　

道
の
駅
の
管
理
運
営
は
株

式
会
社
こ
ぶ
し
の
里
が
指
定
管
理

者
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
村
か
ら

そ
の
委
託
料
も
支
出
さ
れ
て
い
る

が
、
ゴ
ミ
が
置
か
れ
て
い
た
り
で

管
理
が
不
適
切
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
改
善
策
を
問
う
。

答　
ご
指
摘
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、
今
後
改
善
し
て
い
き
た
い
。

問　
歳
入
の
地
方
創
生
関
係
交

付
金
の
額
が
新
聞
発
表
の
額
と
違

う
が
な
ぜ
か
。

答　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
加
工
施
設
の

機
械
類
の
購
入
の
際
に
補
正
計
上

し
た
い
。

　

５
月
30
日
の
議
会
運
営
委
員
会

で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て
道
の
駅
に
関
し
て
は
一
言
の

説
明
も
な
く
、
私
が
６
月
５
日
に

担
当
課
長
に
直
接
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
国
か
ら
の
補
助
金
半
分
と
村

か
ら
の
支
出
で
既
存
の
所
に
加
工

場
を
広
げ
る
と
の
説
明
で
あ
り
、

他
に
は
説
明
が
な
か
っ
た
。
６

月
７
日
に
私
の
携
帯
電
話
に
局

長
よ
り
、
議
会
初
日
に
執
行
部
よ

り
道
の
駅
拡
張
整
備
工
事
の
説
明

を
し
た
い
と
の
連
絡
が
あ
り
、
私

に
来
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
急
な
こ
と
で
都
合
が
つ
か

ず
８
日
の
10
時
と
い
う
こ
と
で
、

８
日
に
総
務
課
長
、
私
、
議
運
の

副
委
員
長
、
議
長
、
局
長
の
前
で

説
明
が
さ
れ
た
が
、
予
算
金
額
は

明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
内
容

は
明
確
な
内
容
で
は
な
か
っ
た
。

９
日
に
全
議
員
に
説
明
が
あ
っ
た

が
、
口
頭
で
の
説
明
で
以
前
同
様

明
確
で
な
く
、
雇
用
人
数
1.5
名
と

の
説
明
等
、
不
明
点
を
多
く
感
じ

た
。
12
日
の
朝
、
再
度
執
行
部
よ

り
説
明
を
し
た
い
と
２
回
目
の
申

し
入
れ
が
な
さ
れ
、
当
日
に
は
国

に
提
出
し
た
関
係
書
類
で
説
明
が

あ
っ
た
。
議
会
開
会
ま
じ
か
に
説

明
の
申
し
入
れ
、
議
会
開
会
中
の

説
明
と
は
議
会
軽
視
で
あ
る
。
２

回
目
の
説
明
で
も
甚
だ
相
違
点
、

疑
問
点
も
多
く
感
じ
た
。
国
に
提

出
し
た
書
類
が
あ
っ
た
の
に
、
な

ぜ
議
会
に
は
説
明
し
な
か
っ
た
の

か
、
大
き
な
疑
問
を
抱
い
た
。

　

今
日
ま
で
、
村
か
ら
道
の
駅
に

は
高
額
な
投
資
を
し
て
き
て
い

る
。
道
の
駅
に
関
し
て
は
様
々
な

問
題
が
発
生
し
て
い
る
。
本
案
が

可
決
決
定
後
は
、
我
々
議
会
か
ら

の
一
切
の
申
し
入
れ
や
運
営
等
に

つ
い
て
は
口
に
す
る
こ
と
が
で
き

ず
大
き
な
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
案
の
再

確
認
を
強
く
望
む
。
ま
た
、
執
行

部
か
ら
は
議
会
に
は
現
状
の
こ
と

を
事
前
に
説
明
を
望
む
。
議
会
か

ら
も
道
の
駅
に
関
し
て
意
見
、
提

言
を
出
せ
る
環
境
づ
く
り
を
強
く

強
く
申
し
入
れ
る
。

　

以
上
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
疑

問
点
、
相
違
点
が
多
々
あ
り
、
本

案
に
反
対
す
る
。

［
採
決
］
賛
成
６
人
、
反
対
５
人

で
可
決
し
ま
し
た
。

（4）平成29年７月27日 議 会 だ よ り

一
般
会
計

補
正
予
算

9900万円 販売エリアを拡張、
加工施設やトイレを整備

平成29年度
一般会計補正予算道の駅拡張整備工事に

反
対
討
論三

瓶　
力  

議
員

［
質　
疑
］

トイレなどが整備される道の駅



　
今
年
度
の
国
保
税
を
決
定

す
る
国
保
税
条
例
改
正
案

は
、
１
世
帯
あ
た
り
の
国
保

税
額
を
17
万
６
７
０
０
円
と

す
る
も
の
で
、
前
年
度
よ
り

２
万
５
６
０
０
円
の
大
幅
な

引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、

繰
越
金
１
億
３
９
９
９
万
９

千
円
を
充
当
し
、
平
成
29
年

度
の
国
保
税
を
算
定
し
た
結

果
に
基
づ
き
、
歳
入
歳
出
に

１
２
２
８
万
８
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
10
億
１
５
１
４

万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

　
次
の
14
名
の
方
を
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
任
命
す
る

た
め
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
。

◇
小
針
金
之
氏（
川
辺
）

◇
眞
弓
泰
行
氏（
蒜
生
）

◇
須
藤
安
昭
氏（
小
高
）

◇
角
田
守
之
氏（
中
）

◇
佐
久
間
悦
男
氏（
岩
法
寺
）

◇
石
井
清
藏
氏（
竜
崎
）

　
次
の
４
名
の
方
を
人
権
擁

護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
推

薦
す
る
た
め
議
会
の
意
見
を

求
め
る
も
の
。

◇
髙
原
志
乃
婦
氏（
小
高
）

◇
圓
谷　
榮
氏（
南
須
釜
）

◇
阿
部
金
四
郎
氏（
南
須
釜
）

◇
鈴
木
好
市
氏（
南
須
釜
）

◇
関
根
惠
二
氏（
北
須
釜
）

◇
関
根
春
雄
氏（
吉
）

◇
石
森
博
信
氏（
山
小
屋
）

◇
渡
邊
利
秋
氏（
四
辻
新
田
）

◇
草
野
陽
子
氏（
北
須
釜
）

◇
高
林
き
く
み
氏（
中
）

　
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致

で
同
意
し
ま
し
た
。

◇
葊
川
昌
美
氏（
南
須
釜
）

◇
藤
田
英
生
氏（
岩
法
寺
）

　
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致

で
適
任
者
で
あ
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

１世帯平均  約２万５千円の引き下げ

（5） 平成29年７月27日議 会 だ よ り

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
へ
の
意
見

国
民
健
康
保

険
税
条
例
の

一
部
改
正

国保税は減額に

国
民
健
康
保

険
特
別
会
計

補
正
予
算

問　
新
旧
対
照
表
の
第
３

条
の
所
得
割
額
で
、
率
が

７
．
１
８
か
ら
７
．
１
９
に

上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
は
。

答　
県
よ
り
示
さ
れ
た
標

準
保
険
税
率
に
よ
り
算
定
し

た
も
の
。
な
お
、
そ
の
他
の

部
分
は
下
が
っ
て
お
り
、
全

体
で
も
引
き
下
げ
と
な
っ
て

い
る
。

［
質　
疑
］

住民健診で健康状態をチェック



（6）平成29年７月27日 議 会 だ よ り

審議議案と各議員の賛否　　○は賛成、×は反対、提は提出者、欠は欠席　須藤議長は採決に加わらないため空欄
全員が賛成の議案等については、賛否にかえて議案等の内容の概略を載せています。

議案番号 議　案　名 採決
小

針

石

井

車

田

渡

邊

塩

澤

小

林

飯

島

田

子

西

川

三

瓶

大
和
田

須

藤

報 告 第 1 号 繰越明許費の報告　（平成 28 年度玉川村
一般会計） － Ｐ３に掲載

報 告 第 2 号
繰越明許費の報告　
（平成 28 年度玉川村農業集落排水事業特
別会計）

－ Ｐ３に掲載

報 告 第 3 号 平成 28 年度玉川村上水道事業会計予算
繰越計算書の報告 －

県道曲木・中野目線歩道設置工事関連配水管布設工事に
ついて繰り越すもの
繰越額 3,196,800 円

議案第 25 号
専決処分の承認を求めること
（平成28年度玉川村一般会計補正予算（第
６号）専決第１号）

承認 Ｐ３に掲載

議案第 26 号
専決処分の承認を求めること
（平成 28 年度玉川村国民健康保険特別会
計補正予算（第３号）専決第２号）

承認 Ｐ３に掲載

議案第 27 号
専決処分の承認を求めること
（平成28年度玉川村介護保険特別会計補
正予算（第４号）専決第３号）

承認 Ｐ３に掲載

議案第 28 号
専決処分の承認を求めること
（平成 28 年度玉川村農業集落排水事業特
別会計補正予算（第４号）専決第４号）

承認 Ｐ３に掲載

議案第 29 号
専決処分の承認を求めること
（平成 29 年度玉川村一般会計補正予算
（第１号）専決第５号）

承認 Ｐ３に掲載

議案第 30 号
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例

可決 農業委員の報酬額に誤りがあったため、「年額 232,000 円」
を「年額 225,000 円」に改正するもの

議案第 31 号 玉川村国民健康保険税条例の一部を改正
する条例 可決 Ｐ５に掲載

議案第 32 号 平成 29年度玉川村一般会計補正予算（第
２号） 可決 ○ × ○ × ○ ○ ○ × × × ○

議案第 33 号 平成 29年度玉川村国民健康保険特別会計
補正予算（第１号） 可決 Ｐ５に掲載

議案第 34 号 平成 29年度玉川村農業集落排水事業特別
会計補正予算（第１号） 可決

管路敷設工事に係る事業費の所要額を補正するもので、
歳入歳出それぞれ 100 万円を追加し、予算総額を 1 億
4679 万 3 千円とするもの

議案第 35 号
～

議案第 38 号
人権擁護委員の推薦につき意見を求める
こと 適任 Ｐ５に掲載

議案第 39 号
～

議案第 52 号
農業委員会の委員の任命につき同意を求
めること 同意 Ｐ５に掲載

請 願 第 2 号
「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の
継続と、被災児童生徒の十分な就学支援
を求める意見書」の提出を求める請願

採択
東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の子ど
もたちの就学・修学を保障するため、平成 30 年度以降
も全額国費での事業継続を求めるもの

発 議 第 2 号
「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、
被災児童生徒の十分な就学支援を求める
意見書の提出

可決 意見書を、復興大臣ほか政府関係機関に提出

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか　６月定例会の傍聴人数５人（平成29年累計傍聴人数67人）
次回の定例会９月中旬を予定

玉川村議会 ６月定例会



問　
小
中
学
校
統
合
は
、

小
中
学
校
の
在
り
方
検
討
委

員
会
よ
り
、
村
教
育
委
員
会

に
平
成
29
年
１
月

24
日
に
、
小
中
学

校
共
に
統
合
の
方

向
で
と
の
提
言
書

の
提
出
が
あ
っ
た

が
、
今
後
、
村
と

し
て
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

答　
統
合
の
意
見
を
十
分
に

尊
重
す
る
。
教
育
委
員
会
に

今
後
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
策
定
を
指
示
し
た
。

問　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
い
つ

頃
ま
で
に
策
定
す
る
の
か
。

答　
平
成
33
年
ま
で
の
目

標
が
あ
る
の
で
そ
れ
に
間
に

合
う
よ
う
指
示
し
た
。

問　
統
合
し
た
場
合
の
メ
リ

ッ
ト
は
。

答　
子
ど
も
た
ち
の
人
間

関
係
が
広
く
な
り
、
人
間
関

係
が
広
く
な
る
と
協
調
性
や

競
争
性
が
育
つ
。
部
活
動
の

範
囲
が
広
が
り
成
果
が
上
が

る
。
友
人
関
係
が
よ
く
な
り

社
会
性
が
育
つ
。
そ
の
他
沢

山
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

問　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
ど
う
か
。

答　
今
ま
で
少
人
数
で
教

育
し
て
い
た
の
で
、
多
人
数

に
な
っ
た
と
き
、
教
員
が
一

人
ひ
と
り
の
児
童
に
対
し
て

の
ケ
ア
が
今
ま
で
の
よ
う
に

い
く
の
か
心
配
が
有
り
、
学

区
が
広
く
な
る
こ
と
で
登
下

校
の
通
学
時
間
、交
通
安
全
、

不
審
者
対
応
等
、
今
ま
で
以

上
に
難
し
く
な
る
。

問　
平
成
35
年
に
須
釜
中

の
全
校
生
徒
は
40
名
と
な
る

が
速
く
進
め
る
考
え
は
。

答　
玉
川
村
だ
け
が
統
合

し
て
い
な
い
の
で
調
査
検
討

し
、
平
成
33
年
が
最
終
リ

ミ
ッ
ト
な
の
で
前
倒
し
が
可

能
か
検
討
す
る
。

Q玉川村観光協会
　（仮称）とは
Ａ玉川村PRのため

問　

玉
川
村
観
光
協
会

（
仮
称
）の
設
立
を
す
る
と

言
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

答　
本
村
は
福
島
空
港
の

所
在
地
な
が
ら
、
空
港
利

用
者
の
多
く
は
会
津
、
い

わ
き
方
面
等
に
向
か
い
村

内
観
光
は
極
め
て
少
な
い

た
め
、
地
域
に
賑
わ
い
を

創
出
、
観
光
産
業
の
育
成
、

交
流
人
口
の
増
加
、
村
Ｐ

Ｒ
の
た
め
に
設
立
す
る
。

問　
観
光
協
会
の
構
成
メ

ン
バ
ー
は
。

答　
観
光
資
源
検
討
委
員

会
、
商
工
会
、
農
協
等
12

名
以
内
を
考
え
て
い
る
。

問　
従
来
、
村
が
Ｐ
Ｒ
に

使
用
し
て
い
る
予
算
は
ど

れ
く
ら
い
か
。

答　
３
０
０
万
円
。

一
般
質
問

（7） 平成29年７月27日議 会 だ よ り

Q小中学校統合の進め方は
Ａスケジュール策定を指示

小針竹千代 議員統合が急がれる中学校

全国滝百選の乙字ヶ滝

村政 ここがききたい
村の答え

は？



問　
28
年
度
道
の
駅
地
域

資
源
販
売
力
強
化
事
業
の
交

付
金
９
，３
４
０
千
円
＋
村

９
，８
４
０
千
円
＝
１
９
，

１
８
０
千
円
に
つ
い
て
。

答　

市
場
調
査
な
ど
を

行
っ
た
。
加
工
場
設
計
及
び

運
営
の
事
業
費
８
，５
０
０

千
円
を
繰
り
越
し
た
。

問　

産
学
官
連

携
地
域
資
源
活
用

事
業
の
交
付
金
１

９
，９
５
０
千
円

＋
村
５
６
７
千
円

＝
２
０
，５
１
７

千
円
に
つ
い
て
。

答　
福
島
大
学
、
玉
川
大

学
と
の
連
携
で
、
さ
る
な
し

の
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
作
成
、
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
を
実

施
し
た
。

問　
創
業
マ
ル
シ
ェ
支
援

事
業
の
交
付
金
９
，３
４
０

千
円
＋
村
１
９
，６
８
０
千

円
＝
２
９
，０
２
０
千
円
に

つ
い
て
。

答　
テ
レ
ビ
広
告
な
ど
で

募
集
し
、
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ

キ
ー
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

問　
テ
レ
ビ
な
ど
の
広
告

の
経
費
額
は
。

答　
個
別
の
発
注
で
は
な

く
全
体
と
し
て
委
託
し
て
お

り
、
内
訳
と
し
て
入
居
者
の

募
集
Ｐ
Ｒ
経
費
と
し
て
約
３

０
０
万
円
ぐ
ら
い
と
な
っ
て

い
る
。

問　
３
年
間
と
い
う
こ
と

だ
が
、
撤
退
と
な
っ
た
場
合

な
ど
、
ど
う
考
え
る
の
か
。

答　
店
舗
側
の
考
え
方

で
い
ろ
ん
な
選
択
は
あ
る

と
思
う
が
、
異
業
種
の
創

業
と
い
う
意
味
で
は
よ
い

と
思
う
。
今
後
の
推
移
を

見
守
り
た
い
。

問　
29
年
度
商
業
・
観

光
賑
わ
い
創
生
事
業
の
交

付
金
９
，３
０
０
千
円
に

つ
い
て
。

答　
大
学
連
携
、
旧
四

辻
分
校
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
資
源
活
用
、
Ｐ
Ｒ

動
画
作
成
な
ど
を
す
る
予

定
。

問　
道
の
駅
地
域
資
源

Qスクールバス
　について
Ａ安全運行に努める

問　
バ
ス
の
安
全
運
行
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
配
慮
を

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
事
故

等
の
際
の
補
償
は
。

答　
運
転
手
に
、
常
に
交

通
法
令
を
順
守
し
安
全
運
転

に
努
め
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
事
故
等
の
補
償

に
つ
い
て
は
、
全
国
自
治
協

会
の
公
有
自
動
車
損
害
共
済

で
対
応
す
る
。

要
望　
最
近
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
り
な
が
ら
運
行
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

販
売
力
強
化
事
業
の
交
付
金

１
１
，２
３
０
千
円
に
つ
い

て
。

答　
加
工
施
設
の
機
材
調

達
，
加
工
団
体
育
成
、
６
次

化
商
品
の
開
発
な
ど
の
事

業
。

問　
道
の
駅
収
益
力
強
化

事
業
の
交
付
金
４
９
，８
６

４
千
円
に
つ
い
て
。

答　
道
の
駅
拡
張
整
備
、

加
工
施
設
の
整
備
な
ど
。

（8）平成29年７月27日 議 会 だ よ り

一
般
質
問

Q地方創生交付金の経過と実績は
Ａ事業評価・検証を行う

石井清勝 議員

マルシェ事業により開店した店舗

適切な管理が望まれる道の駅



問　
新
た
な
教
育
長
制
度

に
よ
る
初
代
教
育
長
に
な

ら
れ
、
学
校
教
育
・
社
会

教
育
全
般
に
対
し
、
次
の

２
点
に
つ
い
て

伺
う
。

　

１
点
目
は
、

教
育
方
針
に
つ

い
て
。

　

２
点
目
は
、

今
後
の
小
中
学

校
の
在
り
方
に
つ
い
て
。

答　
学
校
教
育
関
係
に
つ

い
て
は
、「
次
世
代
を
担
う

元
気
な
玉
川
っ
子
の
育
成
」

の
た
め
、
園
・
小
・
中
学

校
に
お
い
て
保
育
・
幼
児

教
育
及
び
学
校
教
育
の
連

携
強
化
を
推
進
し
、
知
・

徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
子
ど
も
を
育
成
し
、

命
を
大
切
に
し
た
教
育
の

推
進
に
努
め
る
。
ま
た
、

本
村
の
児
童
生
徒
の
虫
歯

治
癒
率
は
低
い
た
め
、
フ
ッ

化
物
洗
口
事
業
を
通
し
た

虫
歯
予
防
に
努
め
る
。
教

育
は
、
教
職
員
や
学
校
に

対
す
る
信
頼
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
。
児
童
生
徒

が
教
職
員
を
信
頼
で
き
な

い
と
こ
ろ
に
教
育
は
成
り

立
た
な
い
。
保
護
者
や
地

域
が
学
校
を
信
頼
で
き
な

い
と
こ
ろ
に
、
理
解
と
協

力
は
生
ま
れ
な
い
。
園
小

中
校
長
会
を
開
催
し
、
服

務
倫
理
委
員
会
を
行
い
、

信
頼
を
失
っ
た
ら
ど
う
な

る
か
と
い
う
危
機
感
を
共

有
し
て
い
く
。

　

教
育
環
境
整
備
に
つ
い

て
は
、
学
校
現
場
で
は
、

子
ど
も
が
時
代
の
変
化
に

対
応
し
つ
つ
、
健
や
か
に

成
長
で
き
る
よ
う
、
学
習

指
導
要
領
に
即
し
、
教
科

学
習
は
も
と
よ
り
、
豊
か

な
心
を
養
う
た
め
の
情
操

教
育
や
社
会
性
の
芽
生
え

を
培
う
集
団
活
動
を
追
及

し
て
い
く
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に

つ
い
て
は
、
少
子
高
齢

化
、
高
度
情
報
化
等
、
青

少
年
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
、
就
労
形

態
も
多
様
化
し
て
い
る
の

で
、
地
域
の
教
育
力
の
向

上
、
青
少
年
健
全
育
成
事

業
の
推
進
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

文
化
講
演
会
の
開
催
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
た
ま
か
わ
元
気

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
と
連

携
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、

青
少
年
育
成
村
民
会
議
に

関
わ
る
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
。

　

地
域
教
育
で
は
、
地
域

の
方
々
や
各
種
関
係
団
体

と
の
協
働
の
視
点
を
加
え

た
各
種
施
策
の
推
進
に
よ

り
、
文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー

ツ
各
分
野
の
振
興
を
図
っ

て
い
く
。

　

生
涯
教
育
の
推
進
で
は
、

す
べ
て
の
村
民
が
学
習
機

会
を
自
由
に
選
択
で
き
、

地
域
社
会
の
発
展
に
生
か

す
生
涯
学
習
推
進
体
制
の

充
実
に
努
め
る
。
地
域
文

化
活
動
の
推
進
と
文
化
財

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
文

化
財
保
護
の
観
点
か
ら
、

長
年
に
わ
た
る
取
組
の
流

れ
を
大
切
に
し
、
計
画
的

な
取
組
を
進
め
る
。

　

今
後
の
小
中
学
校
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
数
が
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
、
集
団
生
活
や
人

間
関
係
の
固
定
化
な
ど
社

会
生
活
を
営
む
上
で
不
安

も
考
え
ら
れ
る
。
中
学
校

に
お
い
て
は
、
部
活
動
の

問
題
も
指
摘
さ
れ
る
。「
玉

川
村
立
小
中
学
校
在
り
方

検
討
委
員
会
」
の
提
言
を

受
け
、
新
た
な
委
員
会
を

組
織
し
、
地
域
住
民
や
保

護
者
の
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
統
合
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

小学生による芸術鑑賞

（9） 平成29年７月27日議 会 だ よ り

一
般
質
問

Ｑ教育長としての教育方針は
Ａ教育全般の将来像を描き、誠心誠意・全身
全霊をかけて使命を果たす

大和田　宏 議員



（10）平成29年７月27日 議 会 だ よ り

問　
教
育
行
政
は
、
将
来

の
日
本
と
、
地
域
を
担
っ

て
い
く
人
財
を
育
む
た
め

に
、
絶
対
必
要
不
可
欠
な

先
の
長
い
先
行
投
資
で
あ

り
、
教
育
長
の
職
務
は
本

村
将
来
の
明
暗
を
左
右
す

る
重
責
で
あ
る
。

　

児
童
生
徒
数
の
減
少
か

ら
、
小
中
学
校
の
統
合
は

大
き
な
課
題
で
、
村
民
の

関
心
大
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
大
き
な
懸
案
を
抱

え
た
中
で
、

志
を
以
っ

て
就
任
さ
れ

た
こ
と
と
思

う
の
で
、
教

育
理
念
を
伺

う
。

答　

子
ど
も
た
ち
が
知

性
、
感
性
、
品
性
や
体
力

を
育
み
、
豊
か
な
人
間
性

と
人
格
を
兼
ね
備
え
た
、

次
代
を
担
う
人
間
と
な
れ

る
よ
う
「
知
・
徳
・
体
」

の
総
合
的
な
力
で
あ
る
「
人

間
力
」
の
育
成
に
向
け
た

教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
辞
書
引
き
学
習
の
評

価
は
。

答　
語
彙
力
も
豊
か
に
な

り
、
自
主
的
に
調
べ
て
友
達

と
意
見
の
交
換
す
る
な
ど
、

主
体
的
な
学
習
が
展
開
さ
れ

表
現
力
も
つ
い
て
き
て
い
る
。

問　
任
期
中
に
取
り
組
む

こ
と
は
。

答　
１
つ
目
は
平
成
32
年
度

よ
り
、
新
学
習
指
導
要
領
に

よ
る
教
育
が
行
わ
れ
る
の

で
、
先
立
ち
30
年
度
よ
り
試

一
般
質
問

Ｑ教育理念について
Ａ人間力の育成に向けた
教育の推進

小林徳清 議員

行
期
間
と
し
て
取
り
組
む
。

主
体
的
な
学
習
の
た
め
、
本

年
度
各
校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

６
台
ず
つ
購
入
し
、
主
体
的

な
学
び
を
保
証
す
る
。
辞
書

引
き
学
習
の
充
実
や
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
充

実
等
学
習
環
境
の
整
備
に

努
め
、
確
か
な
学
力
の
定
着
、

ま
た
、
不
登
校
支
援
や
特
別
に

支
援
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち

の
支
援
の
充
実
に
取
り
組
む
。

　

２
つ
目
は
、
小
中
学
校
の

在
り
方
検
討
委
員
会
提
言
の

統
合
に
つ
い
て
、
新
た
な
委

員
会
を
組
織
し
、
保
護
者
や

地
域
住
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
統
合
に
向
け
て

取
り
組
む
。

問　
本
村
学
校
教
育
に
長

く
関
わ
っ
た
経
験
か
ら
問

題
点
は
。

答　
自
ら
学
ぶ
力
や
、
課
題

を
持
っ
て
取
り
組
み
解
決
し

よ
う
と
す
る
力
が
や
や
劣
っ

て
い
る
。
ま
た
、
特
別
に
支

援
を
要
す
る
児
童
生
徒
の
増

加
、学
力
の
個
人
差
の
問
題
、

素
直
で
ま
じ
め
で
あ
る
が
集

団
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
た

り
、
自
分
の
意
見
や
考
え
を

述
べ
た
り
、
伝
え
合
っ
た
り

す
る
力
を
付
け
て
い
く
こ
と

が
課
題
。
さ
ら
に
、少
子
化
、

核
家
族
化
に
よ
る
家
庭
の
教

育
力
の
低
下
に
よ
る
基
本
的

生
活
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い

な
い
。
そ
し
て
不
登
校
児
童

生
徒
の
増
加
が
あ
り
、
家
庭

と
地
域
と
連
携
し
て
取
り
組

む
考
え
で
あ
る
。

問　
教
職
員
の
不
祥
事
対

策
は
。

答　
年
５
回
園
小
中
校
長
会

を
開
催
し
、
併
せ
て
服
務
倫

理
委
員
会
を
開
き
、
危
機
感

を
共
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に

各
校
に
「
不
祥
事
根
絶
の
た

め
の
行
動
計
画
」
を
年
度
当

初
に
提
出
さ
せ
、
年
度
末
に

検
証
し
た
こ
と
を
提
出
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
、
各
園
各
校

に
お
い
て
、
校
内
服
務
倫
理

委
員
会
を
開
催
し
、
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
形
骸
化

せ
ず
、
当
事
者
意
識
を
持
っ

て
取
り
組
む
。

問　
生
徒
の
い
じ
め
対
策
は
。

答　
命
を
大
切
に
し
た
教
育

の
推
進
、
陰
の
い
じ
め
を
見

逃
さ
な
い
と
指
示
、
各
校
に

お
い
て
１
人
１
人
と
教
育
相

談
を
し
て
い
る
。
取
り
組
み

を
形
骸
化
せ
ず
、
常
に
高
い

ア
ン
テ
ナ
を
立
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
、
毅
然
と
し
た
態

度
で
臨
ん
で
い
く
。

問　

通
学
路
の
安
全
確

認
、
登
下
校
時
の
防
犯
対

策
は
。

答　
学
校
か
ら
の
要
望
に
よ

り
、
村
と
教
育
委
員
会
、
石

川
警
察
署
、
石
川
土
木
事
務

所
と
意
見
交
換
を
行
い
、
現

場
を
見
分
し
安
全
点
検
し
て

い
る
。
防
犯
対
策
は
地
区
の

安
全
安
心
こ
ぶ
し
隊
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
児
童
生
徒
の

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
協
力

を
頂
き
見
守
り
を
実
施
。
学

校
で
も
防
犯
教
育
を
行
い
、

不
審
者
か
ら
身
を
守
る
方
法

や
、
避
難
の
し
か
た
の
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
。
何
よ
り

も
地
域
の
皆
さ
ん
の
見
守
り

が
一
番
で
協
力
を
お
願
い
す

る
。
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住
民
の
目
に
飛
び
込
む
よ
う
な

見
出
し
の
工
夫
を

スクリーン上でクリニックを受ける

他議会の広報紙も参考に

　

７
月
４
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
、
講
師
先
生
よ
り
、

見
出
し
の
工
夫
、
写
真
の
活
用
、
行
政
広
報
と
の
違
い

を
打
ち
出
す
な
ど
の
具
体
的
な
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
の
紙
面
づ
く
り
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
参
加

　

７
月
19
日
に
白
河
市
の

日
本
果
実
加
工
㈱
白
河
工

場
を
訪
問
し
、
村
の
特
産

果
実
の
さ
る
な
し
の
加
工

工
程
な
ど
に
つ
い
て
、
工

場
内
を
見
学
し
な
が
ら
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、

販
売
促
進
策
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
道
の
駅

た
ま
か
わ
の
拡
張
整
備
事

業
に
つ
い
て
現
地
調
査
を

実
施
し
、
拡
張
さ
れ
る
規

模
や
施
設
の
配
置
な
ど
を

現
地
で
確
認
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
の
地

方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

を
活
用
し
、
道
の
駅
の
販

売
エ
リ
ア
の
拡
張
、
加
工

施
設
や
ト
イ
レ
を
整
備
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

調
査
で
は
、
ト
イ
レ
の

配
置
な
ど
に
疑
問
を
感
じ

再
検
討
を
要
望
し
た
。

　

来
場
者
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
く
、
喜
ば
れ
る
施

設
と
し
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。

総務産業建設常任委員会

さるなし加工場を視察
道の駅拡張整備事業を調査

委員会
活　動
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議
会

だ
よ

りた
ま
か
わ

Ａ　
議
会
だ
よ
り
を
読
ん

で
、村
の
現
状
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
村

が
今
一
番
、
何
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
な
事
業
を
す

る
の
か
、
詳
し
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

要
望
と
し
て
コ
メ
ン
ト

さ
れ
て
い
る
事
の
、
そ
の

後
の
結
果
を
載
せ
て
い
た

だ
け
る
と
、
よ
り
具
体
的

に
分
か
り
、「
議
会
だ
よ
り
」

の
大
切
さ
が
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

Ａ　
子
育
て
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
充
実
に
力
を
入

れ
、
若
い
世
代
の
人
た
ち

が
安
心
し
て
働
け
る
玉
川

村
を
目
指
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
も
深
刻

な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

地
域
、
各
機
関
と
協
力
し

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

き
、
老
若
男
女
が
住
み
や

す
い
玉
川
村
に
し
て
ほ
し

い
で
す
。

Ａ　
村
民
の
代
表
の
皆
さ

ん
に
、
広
く
地
域
住
民
の

生
の
声
を
村
政
に
反
映
し

て
い
た
だ
き
、
魅
力
あ
る

Ｑ
議
会
だ
よ
り
に

　
つ
い
て

Ｑ
村
に
対
し
て

Ｑ
議
会
に
期
待
す
る

　
こ
と
は

玉
川
村
に
な
る
よ
う
に
、

慎
重
に
審
議
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

Ａ　
「
村
民
の
声
、
お
願
い

し
ま
す
」と
言
わ
れ
て
、
初

め
て
議
会
だ
よ
り
に
目
を

通
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
村
政
や
行
事

な
ど
に
興
味
が
持
て
る
よ

う
、
広
報
を
活
用
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ａ　
「
村
民
と
共
に
歩
み
育

む　

心
豊
か
な
村
づ
く
り
」

に
期
待
し
ま
す
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　
「
未
来
が
輝
く
村
づ

く
り　

元
気
な
た
ま
か
わ
」

を
目
指
し
て
、
目
標
達
成

の
た
め
に
皆
様
の
よ
り
一

層
の
ご
活
躍
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

Ｑ
議
会
だ
よ
り
に

　
つ
い
て

Ｑ
村
に
対
し
て

あ
と
が
き

Ｑ
議
会
に
期
待
す
る

　
こ
と
は
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梅
雨
に
入
り
水
不
足
解
消

の
慈
雨
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
村
民
に
議

会
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
こ

と
が
な
い
と
言
う
原
因
は
、

堅
い
文
面
で
と
っ
つ
き
に
く

い
。
自
分
と
は
関
係
な
い
。

文
字
と
数
字
ば
か
り
で
読
む

気
に
な
ら
な
い
等
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
猛
省
し
村
民
の

く
ら
し
に
役
立
つ
広
報
誌
づ

く
り
に
つ
と
め
ま
す
。

　
６
月
議
会
は
道
の
駅
の
拡

張
が
可
決
さ
れ
た
。

　
こ
れ
が
交
流
人
口
増
、
産

業
振
興
に
結
び
つ
き
村
民
の

所
得
向
上
に
期
待
す
る
も
の

で
す
。

　
今
回
、
村
民
の
声
に
執
筆

い
た
だ
い
た
鈴
木
・
瀬
谷
さ

ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
塩
澤
重
男
）

村民の

Vol.3

鈴す
ず
木き

真ま

り

こ
理
子
さ
ん

（
竜
崎
）

瀬せ

や谷
美み

ち

こ
智
子
さ
ん

（
北
須
釜
）

声

瀬谷さん宅に咲く綺麗なバラ


